
　平成２７年2月２２日
（日）午後2時から白岡

市「はぴすしらおか」に
おいて、地域文化スタデ

ィ「わが町を知ろう」第
１１回講演会「戦国の蓮

田・白岡と騎西城」を開
催いたしました。 　講師は、蓮田市社会教

育委員会・文化財担当の
田中和之さんと、加須市

教育委員会・文化財保護
担当の嶋村英之さんをお

迎えしました。当日は厳
しい寒さにも関わらず参 加者は１４０名余の多く

を数える大盛況となりま
した。また、お忙しい中、

蓮田市長・中野和信さん、
白岡市長・小島卓さんの

ご出席とご挨拶もいただ
きました。　まずは田中和之さんか

ら『文字資料と発掘成果
等から見える蓮田・白岡

域の中世』と題して、当
日配布された資料をもと

に古文書や古地図から見
える当時の蓮田・白岡地

域の動向、多くの河川と
その流域に広がる神社群

図からは当時の活気ある
物資の流通・人の往来、

武蔵七党など各武士団の
戦国時代を迎えるまでの

状況説明がありました。 特に白岡市入耕地遺跡の
発掘を例として発掘調査

の成果を詳しく講演して
いただきました。

　次いで「騎西城」につ
いて嶋村英之さんから、

豊富な図や写真を用い
て、騎西城遺跡の位置・

範囲、周辺の地形、発掘
により出土した兜、槍、

矢じり、馬甲、腰刀や金 貨等の遺物の説明があり
ました。これらからも騎

西城は多大な労力と工夫
によって戦に備えた城で

あった事が判明できまし
た。特に騎西城は沼地の

中に建てられた平城であ
ったため、障子堀という

特異な工法で敵の侵入を
防いでいたことなどの説

明がなされ、参加者の大 きな関心をよびました。
　講演後、質疑応答に移

りましたが、やはり参加
者から障子堀についての

さまざまな質問がなされ
ました。地元テレビ局　

（ＪＣＯＭ）の取材があ
り、後日プライムニュー

スの中で放映されまし
た。　（谷美恵子記）

（国連・ユネスコ創立７０
周年、日韓国交正常化５

０周年　に因んで）　　
　講　師　　　　　　　

　金　裕鴻　　　　　　
　（キム・ユ・ホン）さん

元ＮＨＫ国際局アナウン
サー・ＮＨＫ（韓国語）ラ

ジオ・テレビ講座講師作
家・ジャ－ナリスト・政

財界など各方面に多数の
教え子を持つ著書多数・

斯界における第一人者。
現在、ＮＨＫ文化センタ

ー朝日カルチャーセンタ
ーでハングルを教える。

　講師は長年にわたりＮ ＨＫ国際局に勤務され、
テレビ・ラジオを通じて

ハングルを日本中に定着
させると共に、言葉だけ

ではなく、その背後にあ る日本人・韓国人の心と
文化を精力的に双方に伝

え続けて来られました。
（詩人茨木のり子さんも

師事されておりました）
今回の講演が契機で停滞

しつつある日韓両国民の
信頼関係の回復・相互理

解の向上に些かでも繋が
れば、幸甚であります。

　（田村記）
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(1) 　　　　　　蓮田・白岡地方ユネスコ協会 　　　　　会報13号 　　　　　　2015年　7月　1日発行

会場内

　第９回国際文化スタデ
ィ（7月26日開催）の会場

に、回収箱を設置させて
いただきます。書損じハ

ガキ・未使用切手類等を
集めております。ご協力

をお願いいたします。

　平成27年度総会が開催
され総数65名に対して

（委任状を含む）43名の出
席があり、総会は成立。総

合司会は半田さん、江口
さんが議長に選出、議事

が進行。冒頭の言葉にあ
る会長方針説明・挨拶に

続き平成26年度事業報
告・決算、27年度予算案

等、1号議案から5号議
案まで、審議され、質疑応

答の後、提案通り承認さ
れました。役員構成は以

下の通りとなりました。
　理　事　　　　　　　

　田村勝彦　　会長　　
　飯島　剛　　副会長　

　小野寺貞幸　事務局長
　半田雄司　　事務局　

　江口　保　　事務局　
　雲見昌弘　　事務局　

　平賀栄美子　事務局　
　斎藤恵美子　監査　　

会長から各理事の紹介と
役割分担の説明がありま

した。副会長は飯島さん、
事務局長は小野寺さんに 委嘱され、会計担当平賀

さん・文化遺産めぐり江
口さん、地域文化遺産ス

タディ・書き損じハガキ
主坦は飯島さん、国際文

化スタディは雲見さん、
監事は斉藤さん留任、半

田さんは事務局理事とな
りました。　　　　　

　今後も理事は一致協
力、相互補完しながら運

営に当たりますので宜し
くお願い申し上げます。

引続き、同会場で寺子屋
講座が開催されました。

詳細は別記ご覧下さい。
（飯島記）

　先ずは、嬉しいニュー
スです。この度、蓮田中、

蓮田中央小の２校が認定 を受け、この地域で初め
てのユネスコスクールが

誕生しました。これを受
けて「ＥＳＤ／ユネスコ

スクールを学ぶ」その２
の勉強会を開催・講師は

第１回目と同じ、日本ユ
ネスコ協会連盟の尼子美

博様です。　　　　　
　本日はテーマに相応し

い方々をお招きし、この
地域に誕生した当該校と

当協会がどのように関わ
っていけば良いかが勉強

会の大きなポイントで
す。ユネスコスクールは

ＥＳＤの推進拠点です。
此れについては「ユネス

コ協会ＥＳＤパスポー
ト」の有効活用が勧めら

れ、それを通じ「ボランテ
ィア活動」の意義を学び、

持続可能な社会づくりの
人材育成に取組んで欲し

いとの要請がありまし
た。　我々、民間ユネスコ協

会には、社会・地域の課題
に対して何が出来るかを

謙虚に見つめることが大 切であるとのご指摘があ
りました。スクールと協

会は、ｗｉｎ／ｗｉｎの
関係で進展していくこと

が大原則であり、また、
地域のいろいろなグルー

プの活動と連携し、協働
していくことが必要であ

るとの示唆も戴きまし
た。日本ユネスコ協会連

盟のＥＳＤプログラムも
紹介され、今後の活動に

多くのヒントを戴きまし
た。　此の分野の先輩格であ

る国際学院中学校高等学
校にはユネスコクラブが

あり、今後、その活動も参
考にさせていただく必要

があるかと思います。短
時間での勉強会でした

が、関係者が一同に会し
て、共通の問題意識を共

有できたことは大きな成
果であったと考えます。

　講　　　師　　　　　
日本ユネスコ協会連盟　

　　　　　尼子美博　様
　参　加　者　　　　　

蓮田市教育委員会　　　
　教育長　西山通夫　様

蓮田市立蓮田中学校　　
　校長　　石川　勉　様

蓮田市立蓮田中央小学校
　校長　　宮内一男　様 伊奈町国際学院中学校　

　高等学校副校長　　　
　　　　　大野満奈　様

国際学院高等学校　　　
　教諭　　中野雅也　様

協会会員　12名　　　　
　　（半田記）
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ユネスコ活動の原点にかえり、問題意識をもち

　　　次代を担う人材の育成に努力を・・
蓮田中学校

　　　編集後記　今回は原稿を賛助会
員・石崎光夫さん・会

員・谷美恵子さん、校正
を向山裕規さんにご協

力戴きました。今後も
会員皆様の投稿や編集

のご協力をお願い申し
上げます　　（小野寺記）



　若浦に、塩満ちくれば
潟を無み、葦辺をさして

鶴鳴きわたる（山部赤
人）・と・万葉歌人が謳っ

た、此処、和歌山で「持続
可能な平和のために会話

を広げるユネスコ」をテ
ーマに全国大会が開催さ

れた。初日は、伏虎中学校
の演奏で幕を開け和歌山

ユ協、芝本会長の挨拶、連
盟松田会長、文科省・山脇

国際統括官、外務省国際
協力文化室・高橋室長、県

知事、他来賓挨拶が続く。
　日中韓の厳しい関係の

中、太平洋ユ協クラブ連
盟名誉会長兼中国ユ協・

陶会長、韓国ユ協・李名誉
会長の祝辞が続く。基調

講演は松本零士氏（宇宙
戦艦ヤマトの作者・宇宙

少年団理事長）が講師。
「宇宙と子供と平和」と題

して戦時下で生まれ育っ
た時の自然との共生や、

自然観、人生観を語り、
今日に至るまでの経験を

語る。そして「現在、世界
中で人間が争っている場

合では無いぞ。そんな暇
があったら宇宙へ行き色

な々資源を獲得する方法
を考えるべき、争いはや めて未来の為に手を取り

合いましょう」と結んだ。
　次のパネルディスカッ

ションはESDに焦点を
当てた発表があった。　

　専門家が現在の取組を
紹介。次に子供たちによ

るESD事例「未来遺産
ビオトープ孟子」の発表

があった。　　　　　　
　初日最後はホテルでの

レセプション開催、約40
0名を越す出席者に、地

元「りら創造芸術学生に
よる歌と踊り」で会場を

盛り上げ、心和ませ、参加
者が、旧交を温めあった

り新たな出会いも図られ
た。　大会第２日は９時から

和歌山大学助教授・サイ
モン氏の「和歌山の伝統

文化・伝統の太地」と題し て捕鯨研究で世界で唯一
持続可能な捕鯨文化をも

つ太地は「ユネスコの産
業遺産に登録される必要

がある」と注目すべき発
表があった。　　　　　

　プログラム２は「歩き
ましょう！紀井山地の霊

場と参詣道」である。世界
遺産に登録迄の地元青年

団の小野田さんたちの苦
闘、それを受けて審査し

た側の日本イコモス委員
会（西村幸夫委員長）の立

場として今だから話せる
裏事情などが語られた。

今後の保全に向けた取
組、平和のための活用を

世界にどう発信したら良
いかの意見交換があっ

た。　　そして次回開催地、沖
縄のユ協から２０１５年

6月25.26日開催案内と
呼び掛けがあった。最後

は高垣実行委員長が大会
宣言「平和の推進・環境保

護・文化の伝承や相互理
解をはかるため地域と世

界中の人々との会話を広
げる方針」が説明され全

会一致で採択し閉幕。大
会運営も、内容も素晴ら

しく、見送る人達には感
謝と称賛の声が溢れてい

た。和歌山ユ協ご関係皆
様の熱い想いが心地好く

伝わった二日間であっ
た。　（田村記）

　学生のころから国際問
題に関心を抱き、田村会

長とは偶然大学が一緒
で、ともにクラブ活動で

は国際関係研究部に籍を
置きながら在学４年間を

楽しく過ごした間柄で
す。　　卒後、私は学生のころ

から関心のあった国際協
力の仕事に魅力を感じ、

技術協力の実施機関であ
る海外技術協力事業団

（現JICA「国際協力
機構」の前身）に入りま

した。当時、日本の開発援
助はまだ歴史が浅く、援

助供与国というよりは、
援助受取国の要素が勝っ

ていたように私は思いま
す。海外から受入れる技

術研修員の往復航空賃や
滞在費はアメリカや国連

が負担し、日本は講師謝
金や通訳謝金、国内研修

旅費など主に国内研修経
費を負担するなど、経費

を折半していたからで
す。

　また、当時日本は世銀
から８億６０００万ドル

（現在の貨幣価値に換算
して約6兆円）もの巨額

の融資を受け、インドに
次ぐ２番手の大口の借り

手でした。借りたお金は、
東海道新幹線や名神高速

道路はじめ黒四ダムなど
34項目にもおよぶインフ

ラ建設の資金に充てら
れ、日本の戦後の高度経

済発展の礎を築くことに
貢献したのです。

　さて、ＪＩＣＡで過ご
した30余年をふり返える

と、毎日が"ときめき"
と"興奮"の連続だった

気がします。仕事の中心
が開発途上国の「人造り」

で、"人間が相手"の事
業であったことと関係が

あるのかも知れません。
　正直言って、言葉や宗

教、文化も異なる生身の
人間同士が日々向き合う

仕事は、人が考えるほど
生易しいものではありま

せん。ときには"しんど い"こともあります。そ
れでいて、この事業には

何というか、"ロマン"
がありました。それに魅

せられ、この仕事に就い
た仲間たちが結構多かっ

た気がします。
　仕事を通じて多くの国

や々地域の人たちと出会
い、あるいはお友達にな

り、何人かの人たちとは
未だに人的交流が続いて

おります。私にとっては
かけがえのない宝物で

す。例えばベトナム人と
の係りです。　この仕事に就いて最初

の海外勤務はベトナムの
医療協力プロジェクトの

コーディネーターの仕事
でした。ベトナム戦争た けなわのころで、共に汗

を流しながら取組んだな
かで育まれ彼我の友情関

係は、帰国して40数年た
った現在も続いておりま

す。　　また、昨年6月、嘗てベ
トナム在勤中、農業分野

の人材育成プロジェクト
のため一緒に仕事をした

ベトナム国カントウ大学
元農学部長Truong

教授が、夫人同伴で京都
に私を訪ね、驚かせまし

た。　彼とは実に40年ぶ
りの再会で、ともに感涙

に咽び、しばし言葉も出
ませんでした。

　「ベトナム」が出たとこ
ろで最後にもう一つ。一

昨年9月、日越国交40周
年を記念して、"日越友

好列車"に乗ってハノイ
からサイゴンまで１,７

００キロを二泊三日間一
人旅してきました。滞在

中、ここかしこでベトナ
ム人の古き良き仲間に囲

まれ、至福のひと時をす
ごしました。このときの

模様を「爺のベトナムひ
とり旅～１，７００キロ

の鉄路に夢乗せて」と題
した小冊子に書かせても

らいました。ご関心の向
きは田村会長にお問い合 わせください。田村会長

の「韓国」に寄せる情熱
には遠く及びませんが、

私のベトナムに対する関
心も兎角尋常でないこと

だけは確かなようです。

　５月23日（日）晴天に恵
まれ、１４名の参加者に

て東京文京区「鳩山会館」
への見学になりました。

　ＪＲ池袋経由メトロ有
楽町護国寺下車約１０

分、蓮田・白岡より約１時
間少々にて目的地に到着

しました。　戦後の日本政治の中心
として四代にわたり国会

議員として活躍された鳩
山和夫氏（１８５６年～

１９１１年）元衆議院議
長、妻春子さんは共立女

子学園理事長創始者のお
一人、長男鳩山一郎氏（１

８５３年～１９５９年） 元自由民主党初代総裁・
内閣総理大臣、妻薫さん

は、元共立女子学園理事
長、長男鳩山威一郎氏（１

８１８年～１９９３年）
元外務大臣、妻安子さん

はブリジストン創始者・
石橋正二郎の長女、日本

友愛協会　名誉会長は現在ご活躍
中の鳩山友紀夫（由紀夫）

氏（１９４７年～）次男鳩
山邦夫氏（１９４７年～）

元文部大臣、四代政治家
を育て、奥様方は教育界

に貢献された歴史を学ぶ
ことができました。

　記念展「日露修好１６ ０周年」も合わせて見学
となりました。館内での

見学に続き庭園では見事
な薔薇・松・芝など鑑賞出

来ました。　　帰路、懇親会は予定時
間が過ぎるほど、盛り上

がり楽しい交流が出来ま
した。　（江口記）　　　略　　　歴　　　

元コロンボプラン事務局
長補佐・ＪＩＣＡ秘書室

長・東京国際研修センタ
-所長など歴任

　　　現　　　在　　　
民謡江差追分会　京都竹

鴎会会長・相馬民謡近畿
地区代表・詩吟国風流京

都吟詠会所属　京都市在住　　　　南相馬市出身 鳩山邸・文化遺産めぐり参加者
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　Pro.Truong夫妻迎えての歓迎会　　～40年ぶりの再会に胸を熱くする～

全国大会会場前・田村会長

(3) 蓮田・白岡地方ユネスコ協会ホームページ http://www.unesco.or.jp/hasuda-shiraoka/ 　　　(2)
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学学 学学① 金井　功　　　　

② 栃木県佐野市　　
③ 渡良瀬川は北関東

を流れる利根川の流れ
で、子供の頃は川遊び、

魚釣りなど5人兄弟で
育ちました。　　

　物のない時代、農家
をしていましたのでお

米、野菜など食べるこ
とには不自由なく育ち

ました。７０才になり、
今は家族の健康を守る

食を自然農法で作って
ます。シルバー人材セ

ンターで、植木の剪定
の仕事にと頑張ってま

す。入会しましたが、
何が出来るかわかりま

せんがよろしくお願い
します。

写真映りがよくないの
で、漫画にて失礼させ

て頂きます。　　　　
①　私の出身地は、東

京都文京区にある小石
川植物園・六義園・巣

鴨のお地蔵さまの中間
に位置します。小石川

植物園は赤ひげ、六義
園は柳川吉保がその別

邸に造った江戸時代の
名園、お地蔵さまは、

おばぁちゃんの原宿で
有名になっています。

②　生まれは東京でも
三代続いた訳でないの

で残念ながら江戸っ子 ではありません。若い
頃（学生時代）に柔道

に励んでおり、後輩に
は有名な選手もおりま

す。ただし私の時代に
は強い学校ではありま

せんでした。しかし今
は強い部類に入る学校

になっています。
　学校を卒業後、福島

県いわき市小名浜・香
川県の瀬戸内海にある

直島・秋田県秋田市御
所野と点々と転任し、

約二十年まえに家族で
居住することになり現

在に至っております。
③　独り暮らし高齢者

等見守り事業・見守り
協力員連絡会で平賀理

事にお会いして、本活
動に興味を持ち何かお

役にたてたいと考え入
会させて頂きました。

活動にはまだ力不足で
すが宜しくお願いいた します。　以上　
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(敬称は省略しています。)

杉杉 杉杉
原原 原原

　　 　　
茂茂 茂茂

（すぎはら　しげる）


